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参考資料２ 

 

［令和５年度病床機能報告様式１ 確認・記入要領（病院用）より一部加工し引用］ 

重症度，医療・看護必要度Ⅰ，Ⅱについて 
○  一般病棟用の重症度，医療看護必要度に係る評価票における評価方法 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 Ⅰ Ⅱ 

A 項目（専門的な治療・処置のうち薬剤を使用するもの） レセプト電算処理 レセプト電算処理 

A 項目（上記以外 ※□枠で囲ってある部分） 看護師等 レセプト電算処理 

B 項目 看護師等 看護師等 

C 項目 レセプト電算処理 レセプト電算処理 

 

※２つの評価方式の違いは，看護必要度Ⅰでは A 項目の一部を，看護必要度Ⅱでは A 項目の全

てについてレセプト電算処理システム用コードを用いて評価している点 
［参考：(株)健康保険医療情報総合研究所 「重症度，医療・看護必要度ⅠとⅡの違いは？」］ 
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○ 重症度，医療・看護必要度Ⅱを要件とする対象病院 

 

急性期一般入院基本料（急性期一般入院料１～６） 

 
［令和４度診療報酬改定項目の概要より一部加工し引用］ 

 

 【急性期一般入院基本料１】 

 ［施設基準］ 

  許可病床数が 200 床以上の保健医療機関であって，急性期一般入院基本料１に係る届

出を行っている病棟及び許可病床数が 400 床以上の保健医療機関であって，急性期一般

入院料２から５までに係る届出を行っている病棟については，一般病棟用の重症度，医療・看護

必要度Ⅱを用いて評価を行うこと。 
                                 ［令和４度診療報酬改定項目の概要より一部引用］ 
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